
PSRI 公会計改革シンポジュウム 

 

 2021-8-24 PSRI 公会計改革シンポジュウムにオンラインで参加しました。 

 

(参加メモ) 

講演 神野直彦先生 

 財政が有効に機能しているか 

 

 

PSRI 公会計改革シンポジュウム 

(事例発表) 

精華町 

 決算財務諸表→予定財務諸表 

 財政運営における理論値と予測値 

 

習志野市 

 公共施設の老朽化→施設再生 

 h18  行政改革下の財政運営、財務逼迫を予想 

 h20 財政マネジメント、プロジェクト 

 h21 公共施設白書→実体の把握 

 h25 再生事業費試算 

 基本方針 

  施設の長寿命下 統合・廃止 



  財源確保 

 h26  1 次再生計画 

  将来負担を先送りしない 

  30%の圧縮 

  コスト情報と債務情報の見える化 

 1、公会計と連携 

 2、基金化(減価償却費、一億円相当) 

 3、施設マイナンバー計画 

   事業、施設のセグメント管理 

   施設カルテ作成→再生の基礎資料 

 4、R1   2 次計画 

     R2 コロナ禍対応 

 

 

   公共マネジメント←公会計情報 

 5、将来予測財務情報化、活用 

    セグメント別、コスト情報化 

    予測財務書類作成 ←機械的算出による 

                予想対策 → 例：学校 



 

 

 

 



 

 

 

 

シンポジュウム(柴健次先生) 

 論点整理 



1、会計と予算 

2、予測財務→使えるのか？ 

  1、決算 

  2、受益者負担 

  3、積立基金 

3、予測財務諸表 

  一般財源を前提に将来予想 

  地方債等は、どんな役割？ 

  コスト＝一般財源 ＋ 地方債(適正額？) 

  このバランスをどう取るか 

   ↓ 

  予算化へのプロセス 

 

公会計と将来 

 財政学 

 会計学 

  

会計情報と財務情報の融合 

 ↓                     ↓ 

基準    健全化 

    ↓ 

   融合 

→ コロナ禍 

→経済状況 

    ↓ 

  将来予測 → 予算編成へ役立てる 

 

管理会計→マネジメント→予算編成 

決算(財務諸表化) 

  経費  →現金会計 

  資本  →将来キャッシュフロー 

 

まとめ(小林麻理先生) 

 資産は、住民ヘのサービス提供できる能力、 

 定量化←創業度、オペレーションバリュー 

 サービス提供→ニーズ把握→アウトプット出力→デマンド配信 



 

 例えば 施設整備を通して、学校は、子どもたちに将来どんな教育を提供するか、ソルー

ション、システム開発が重要。 

 

(感想) 

 ここら辺の考え、（財務運営について）整理について 

 

 近年の各経済セクター（政府、日銀、民間、銀行）の取引を前提とする「MMT 理論」（現

代貨幣論）による解釈、 

 

 結論として、地方自治体に当てはまるかどうか難しいが、 

デフレ下のインフレ率 2％程度までならは、政府の緊縮財政論（負債の）→積極財政(財

政出動)、てないと、格差脱却(雇用改善)、新しい価値創造、事業創業、経済成長ヘは社会

発展しない、 

 こんな話しをよく耳にします。 

 

 国(政府)と地方自治体の関係を 

「公共経営体」として位置づけ、どうマネジメントし、捉えていけばよいのか？ 

 今日のシンポシュウムもこんな観点から聞いておりました。 

 

大変、勉強になりました。 

 

  

  


